
琉球大学学術リポジトリ

延宝年間金沢城下図を用いた高等学校出前授業

言語: 

出版者: 琉球大学法文学部

公開日: 2015-12-08

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 宮内, 久光, Miyauchi, Hisamitsu

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/32785URL



地理歴史人類学論集No.3(2012)pp.43-52

ん"、α/qfGeog7印ﾌhy,Histo肌αndAnthropoわ幻ノ

延宝年間金沢城下図を用いた高等学校出前授業
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地図は現代社会には欠かせないツールである。行政が地域計画を立案できるのも、宅配便業者

が正確かつ効率的に荷物を集配できるのも地図があってのことである。近年のコンピューターの

発達により、紙地図からデジタル地図へのシフトは著しいものがあるが、地表面上に分布してい

る地理的要素を平面上に一定のルールの下で表現したもの、という地図本来の本質には変わりな

い。

正確な地図が必要なのは現代人だけではない。古代から人類はなるべく正確な地図を作ろうと

様々な努力を行ってきた。正確な地図を作るには、正確な測量が必要になる。古代ギリシヤの地

理学者たちは地図学者の一面も持ち、測量術にも長けていたという。

日本においても、伊能忠敬(1745-1818)の業績は高い評価を受けている。人工衛星からの画

像や空中写真も得られない時代に、簡単な測量器具と歩測だけで極めて正確な地図を作り上げた

のは驚嘆すべきことである。東京国立博物館が所蔵する伊能中図を原寸複製した『伊能図』（清

水ほか、2002）の各図を眺めてみると、正確さはもとより、その配色の美しさに目を奪われる。

海や川は青、山は緑、砂浜は黄、地名は黒、そして側線や街道は赤色で描かれており、伊能図は

芸術作品としても鑑賞できる。

伊能忠敬は幕府の命を受けて全国の地図を作製したが、各藩においても領域内を測量して地図

を作製している。例えば、大名中最大の石高を有した加賀藩では、1819(文政2)年に郡内の道筋

の地図を石黒信由に作ることを命じている。信由は測量を行い、1824(文政7)年に郡内の地図を、

翌年には「加越能三州郡分略絵図」と呼ばれる加賀、越中、能登三ヶ国の地図を完成させている

(金沢市史編さん委員会編、1999)。

江戸時代は、このように全国あるいは各藩の全体像を表した小縮尺の地図が作製された一方、

城下図のような大縮尺の地図も盛んに作製された。その一部は現在、復刻・出版されているため、

書店で購入して自宅で見ることもできる。

10年ほど前に『金沢市史資料編18絵図・地図』を購入した。この金沢市史資料編は金沢市

史専門委員絵図部会の編集執筆で、大学時代の恩師である川崎茂先生が部会長、梶川勇作先生

が専門委員である。さっそく、立派な装丁の箱を開けてみた。本冊では解題として総説の他に、

国絵図をはじめ郡図、城下図、金沢城図、町並み図、寺社・屋敷図、城下周辺図、河川・用水図、

街道道中図、近代以降の金沢図といった10のカテゴリーごとに解説が付されており、それに版

図や挿図が全部で90図以上印刷されている。先述の「加越能三州郡分略絵図」もカラー刷りで

収められている。図を見ると精密さと色彩の美しさが再確認され、石黒信由が行った仕事ぶりに
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改めて感心させられる。

別冊には様々な各カテゴリーを代表する絵図・地図の複製が26図も入っていた。用紙の大き

さはA3からAOまで様々である。大型のAOサイズになると、小さな机の上では収まりきらない。

そのような地図群の中でも特に目を引いたのは「延宝年間金沢城下図」（以下、延宝金沢図）

である。延宝年間とは1673～81年までの期間で、4代将軍徳川家綱の治世である。金沢市史の

解題によると、この図の原図は縦（東西)545cm、横（南北)590cmにも及ぶ大きなもので、

現存する城下図としては最大であり、藩用図として作製されたものである（76頁)。縮尺は約1

／690と極めて大縮尺である。金沢市役所都市計画課が作製して一般に販売をしている最も大き

なスケールの地図は1／2,500であるから、この城下図がいかに詳細な地図であるかがうかがえ

る。これを金沢市史では「武士名が読み取れる様に複製」して、約1／3,000のスケールに縮小

をして別刷している。縮小したといっても、AOの用紙2枚で金沢の城下町全体を表しており、

見ごたえは十分である。

さっそく、別刷図を研究室の壁に掲げて鑑賞してみた。薄い卵色の地を背景とし、浅野川と犀

川をはじめとする川や用水、そして城内の堀は空色で表現している。内堀と外堀はさらに藍色を
うたつ

重ねて強調をしている。この深い藍色が地図をぐっと引きしめた感じにしている。卯辰山をはじ

めとする近郊の山々は若葉色でうっすらと描かれ、地の色と馴染んでいる。街路は黄色で表現さ

れ、道幅に応じて太さが異なっている。細かな路地も描かれ、T字路や鍵型の城下町特有の街路

形態が確認できる。藩施設や寺社、侍屋敷はその範囲が区画され、名称が黒色で記入されている。

この地図は江戸時代の住宅地図だともいえる。

ところで、侍屋敷は家長の名前が一軒一軒記入されているが、町人たちの居住地はただ朱色で

｢町屋」と書かれていて、住人の名前が見えてこない。また、足軽屋敷も同様で、黒色で「足軽

拾人」あるいは「足軽八人」などと表記されている。町人や足軽は長屋形式の家屋に居住してい

たため、世帯ごとの名前を小さな長屋の中に書き込めなかったという一面もあるだろうが、ここ

からも江戸時代は身分制社会であることが地図を通して見えてくる。

この地図の精度はどれくらいだろうか。近代的な測量方法を用いていないので、地図の精度は

地図内でも一様ではない。金沢市史では様々な城下図を「四定点測定値比較法」と名付けた方法

で縮尺規模の検討をしている。これは地図上でなるべく離れている4点を選び、各点間の地図上

の長さを測る。それを現在の地図上で同じ4定点間の測定を行い、各縮尺の場合の値を概算した

表を用いて、個々の地図の測定値と比較する方法である（表1）。この方法で金沢市史は各地図

の縮尺を求めているが、この表を用いると地図の精度もある程度推測することができる。

ここで、表1の延宝金沢図内のA→Bを基本線として、地図の縮尺を仮に固定した上で、A→C、

A→D，B→C、B→D間の理論的な長さの値を算出して(B)、延宝金沢図上の実測値(A)との

比率((A)/(B)×100)を求めてみた。その結果を表1に記載した。それによると、A→C間の理

論値は346.9cmである。対して延宝図上のA→C間の実測値は347.0cmであり、その差はわず

か1mmに過ぎない。比率は100.03であり、極めて縮尺は一定している。A→D間は理論値も延

宝図も218.5cmと一致している。B→C間、B→D間も比率は99%台であり、どの点間を測定し

ても理論値と延宝図上の実測値はほぼ一致する。すなわち、延宝図は極めて精度が高い測量をも

とに作製された歪みの少ない地図であることが明らかになった。
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表1四定点測定値比較法の結果

絵図 名 A→B A→C A→， B→C B→， 平均縮尺

1分1間図標準値 429.0 400.0 252.0 402.0 333.0 1/600

延宝金沢図（県立(A 372.0 347.0 218．5 348.0 287.0 1/690

基本線固定時理論値(B 372.0 346.9 218．5 348.6 288.8 －

A/B×100 － 100.03 100.00 99.83 99.38 －

(金沢市史編さん委員会編，1999をもとに筆者作成）

城下町図を使った地理学的研究は、矢守一彦氏の近世城下町の空間構造に関する研究（矢守、
うちまちそと

1970）が有名である。矢守氏は近世城下町のプランを(1)戦国期型、(2)総郭型、(3)内町・外
まち

町型、(4)郭内専士型､(5)開放型の5類型に分類した。金沢はこのうち、内町・外町型に相当す

る。そして、城に近い部分から重臣屋敷、一般武家屋敷、商人町、職人町と身分階梯に配置され

ていた。寺社も意図的に集められて、戦いの際の軍事拠点になるように想定されていた。近世城

下町は綿密な都市計画に基づいて建設された一種の計画都市であり、それが現在の日本の県庁所

在地クラスの都市の母体となっていることを考えると、城下町の空間パターンを知ることは、現

代日本の都市構造を理解することにもつながると言えよう。

そのような考えを抱いている時に、沖縄県立八重山高校での出前授業を行う機会を得た。そこ

で、地理の授業を1校時（50分）担当させてもらうことになった。本時の主題(テーマ)は自由に

決めてよいとのことなので、この延宝金沢図を用いて江戸時代の城下町の空間パターンについて

授業を行うことにした。高校生たちに、江戸時代の地図の素晴らしさを味わってもらいたいとい

う気持ちの他に、大学における歴史地理学の初歩を地図から体験してもらいたいというねらいが

あった。授業当日の学習指導案（略案）を資料1に、授業で生徒たちに配布したプリントを資料

2に付した。授業は知識詰め込み形式ではなく、地図から色々な地理的事象や、事象間の関係を

生徒自ら見つけ出して考察し、発表をしてもらうこともねらいとしていた。

2011年10月3日（月）に授業を行った。高校の教壇に立つのは16年ぶりである。担当の先生か

ら紹介を受けて授業は始まった。最初の導入は本時で扱う城下町金沢を導くために、日本三名園

の画像から園名と場所を問うクイズを行った。高校生にとっては馴染みがないものばかりで園名

は正解が出なかったが、兼六園が金沢市にあるということを答えてくれた生徒がいて、無事城下

町金沢に結び付けることが出来た。

展開①は金沢城を築き、城下町を建設した前田氏、とくに藩祖前田利家について日本史と関連

させながら説明をした。全国最大の大名家の藩祖でありながら、戦国武将の中では知名度が低い

利家であるが、肖像画やイラストなどを見せながら説明すると、興味を持ってもらえたようにみ

えた。

展開②は金沢城が立地している場所の地形的特徴を烏職図から読み取り、それが前田氏の軍事

面や領国支配にどのように有利に働いたかを考察する、という課題を与えた。生徒からは地形面

の特徴として、予想通り「大きな三つの川に挟まれている」とか「丘の上にある」などの答えが

出てきたが、「扇状地がある」など想定外の答えも出てきた。一方、軍事面については「敵の攻
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華を防ぐことができる｣、領国支配については「人が集まりやすい」などの答えを得た。

展開③は本時のメインである延宝金沢図の登場である。黒板に市史別刷の地図を貼り、まずは

しばし鑑賞をしてもらった。また、一人一人地図の細部を見てもらうために、延宝金沢図の縮小

版を回覧した。これは『太陽コレクション城下町古地図散歩l金沢・北陸の城下町』の付録

で、延宝森田旧蔵図（石川県立図書館蔵）と呼ばれる地図の縮小復刻版である。市史別刷の延宝

図とは同じ延宝年間の作製で、内容的にはほぼ同一である。生徒たちは回ってきた付録地図を手

に取って確認をしていた。おそらく初めて見る江戸時代の地図に色々な感想を持ったと思われる。

延宝金沢図の精度や記載内容などについて説明をしたあと、図4を参考にしながら城下町の空

間パターンを模式的に図解をした。この図4は田中喜男著『加賀百万石』に掲載されていた図

｢延宝金沢城下町」（42-43頁）を北が地図の上になるように再配置し、文字を全て90度回転させ

て打ち直し、見やすく加工した。また、原図では城下町の構成要素（下屋敷、町人居住地、寺社

など）をハッチのみで表していたが、蛍光ペンで要素ごとにハッチ上に色を付けて見やすくした。

城下町の空間パターンを、自然環境、城、内堀・外堀、上屋敷、下屋敷、足軽組屋敷、町人居住

地、寺社の順にその配置を説明し、黒板に模式図を描いた。城下町の各構成要素が地図上でどこ

に配置させているのかは、生徒自身に図から読み取らせるようにした。前田氏が城下町の構成要

素を何故このようなパターンで配置したのか、その意図を発問したが、模式図からだけでは正解

が得られなかった。
はっか

最後に加賀八家の中で、最も家柄が高い筆頭の家臣は誰なのかを問うた。勿論、それを知識で

はなく、地図から考えさせることが発問の意図である。「本多安房守」｢屋敷が広いから」と理由

も含めて正解を発表した生徒がおり、地図から権力関係を正しく推測することができていた。も

う一つ用意していた回答である本多家には「安房守」という官位が唯一付いている、ということ

にはさすがに誰も気がつかなかった。補足ながら、田川（1995）の加賀八家の当主一覧による

と、延宝年間の本多家の当主は政長である。彼が安房守を受領したのは元禄4（1691）年と記さ

れており、地図作製時よりも後のことである。ただし、延宝年間にはすでに前田家臣団内では安

房守と認知されていたわけで、地図にも加賀八家で唯一大名なみの受領名が記載されているので

ある。そこにも本多家が家臣団の中では別格の家柄であることが表れているといえよう。

50分の授業はここで終了となった。なんとか展開③の最後まで終わらせることが出来たが、

準備していたまとめはできなかった。やはり大学の講義（90分）と比較すると時間的なゆとり

が無かった。今回の授業内容は、本来は展開②以降はグループ学習をさせ、グループ内で話し合っ

たり、その結果を発表させることを行えば、よい教育効果をあげられたのではないかと思われる。

ただし、それには3校時分の時間が必要になる。1校時だけでこれだけの内容を盛り込むには、

教師の発問に対して、指名された生徒がその場で考えて発表をするという形式を取るしかなかっ

た。それでも生徒たちは非常に優秀で、よく地図を見て、考え、発表をしてくれたと思う。

授業に関する生徒たちからの評価は現時点では聞いていない。生徒たちは大学の地理学の先生

が出前授業をするというので、世界のどこかの国をテーマに体験談などを踏まえた面白い話をし

てくれるものと期待をしていたであろう。それが、江戸時代の地図を見せながら、城下町の話を

したのだから、これのどこが地理の授業なのか。日本史の授業ではないか、と思ったことであろ

う。教師側の理念のみが先走った独りよがりな授業であったが、生徒たちに知的な刺激が与えら
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れ、大学の地理学に少しでも関心を持ってもらえれば望外の喜びである。
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廷
恨
帥
逆
意
司
③

八
理
陥
馳
遭
Ｖ

。
ｖ
こ
い
咲

即
里
誕
瓢
興
拙
加
州
初

。
ｖ
ｓ
や
Ｓ
却
拙
如
帥
便

含
舗
劇
柚
紬
却
「
（
陣
侭
）

烏
ご
「
制
慨
」
「
僻
再

田
程
」
口
工
八
「
一
柄

心
墨
興
抽
歴
知
雷
縮
◆

叩
や

罷
漣
や
判
園
碧
知
恨
沖

。
罵
哩

疑
姻
侭
Ｐ
Ｓ
窪
掴
唾
．

。
畷
紳
廷
闘
桝
韓
遡
．

。
ｓ
や
ｆ
ｇ
作
伊

い
む
淑
如
餅
督
ｅ
濯
・

岬
Ｕ
刈
饗
岬
伸
や

固
偶
画
壇
４
回
蹄
職
○

。
仰
褐
里

皿
騨
ｅ
署
如
刈
蹴
叶
．

。
岬
櫓
里
叫
碧
和
．

。
仰
ｓ
ド

唇
拙
津
里
三
ｅ
ｎ
肉
．

謹
坤
ｅ
判
醸
碧
○

八
理
陥
坤
僅
Ｖ

。
ｖ
細
如
理
陥

●
Ｐ
吠
榊
知
唾
興
再
仲

や
闘
桝
圃
軽
４
個
蹄
柵

舎
却
誕
洋
ｅ
判
聖
署
ｅ
程

蝶
岬
褐
ｅ
葺
馬
翻
り
工

八
「
一
拍
↑
旧
舗
如
函
碧

。
岬
や
瀧
漣
如
碇
蝶

。
△
謎
翻
心
ｌ
け
誇
葺

「
長
や
Ｐ
糖
塑
岬

Ｋ
狸
二
い
ぃ
鞄
如
沌
円
ｅ
導
因
鯉
圃
糾
」
③

「
長
や
Ｐ
騨
箔
叩
Ｓ
Ｐ
Ｑ
埋
如
腰

碇
ｅ
沌
陣
ｅ
当
郵
迄
胆
兵
幻
型
刈
岬
Ｋ
」
。

「
・
長
狸
今
拙
い
塗
畏
鵜

《
Ｐ
Ｓ
録
ｅ
鵜
刈
鵜
塑
詳
伽
ｅ
睡
心
悪
」
③

「
・
長
狸
今
拙
い
塗
廷
鵜

曇
や
二
薄
ｅ
瀧
却
瀧
逆
罫
如
ｅ
岨
心
謹
」
⑧

。
岬
や
如
誕
瓢
ｅ
其
《
や
仔
燭
ｅ
岬
・
叩

や
容
濡
や
ｓ
旺
如
一
八
へ
一
ｍ
麺
騨
廻
ｅ
や

柵
即
興
旦
卑
Ｋ
叩
や
伸
知
竪
程
ｅ
Ｋ
咽
圃
判

廷
侭
田
程
里
○
一
任
如
贈
聖
ｅ
僻
再
田
程
《
い

ｓ
Ｑ
里
出
田
程
程
今
稲
餓
知
馬
帽
匿
吟
葺
◆ 10

や
龍
鯉
口
や
、
ｌ
や
判
函
碧
如
帥
Ｅ
ｅ
Ｋ
沖

。
岬
や
紬

堤
型
咲
帥
。
ｖ
極
知
咲
馳
・
今
哩
聾
如
埋
矧

「
。
ｓ
判
狸
ｖ
ド
ｓ
細
如
咲
帥
Ｕ
Ｚ
八
「
一
拍
・
Ｐ

暇
卿
知
岬
Ｕ
刈
興
罵
仲
や
闇
桝
圃
堰
４
厘
冊

側
岬
唇
長
獅
心
長
遜
非
ｅ
岬
《
細
誕
洋
ｅ
叫

選
署
ｅ
碇
蝶
ｅ
葺
縛
・
や
眼
ｖ
吊
如
函
碧
ｅ

「
函
・
長
小
判
今
や
ｅ
狸
ｎ
ｖ
Ｑ
型
在
騨
ｅ

Ｍ
如
這
廃
娼
僧
Ｊ
心
幻
逆
慌
冨
田
程
」
題
蝦

「
。
〔
一

棚
吟
ド
今
鴨
擢
如
碇
騨
ｅ
蓉
馬
網
・
ド
今
謎

翻
心
’
し
ｅ
葺
縛
や
任
函
署
ｅ
【
函
」
順
躯

。
叩
や
判
畷
帥
憎

垂
之
潤
盟
却
選
碧
如
辻
磯
碧
伺
ｅ
葺
黒
頓
◆

ﾄ巳

侭
佃
瓢
呂

却
出
田
程

辻
聯

碧
伺
ｅ
岬

却
登
黒
娼

噛匪e日傘 曜監③閏頓

唾
細
細
ｅ
屋
輔

。
岬
や
狸
伊
知
○
一

睡
里
撚
泌
Ｓ
ｍ
小
型
埠

釧
・
Ｐ
部
皿
蝿
や
雷
縮

知
長
ｅ
畑
ｓ
Ｐ
今
剛
題

里
心
品
ｅ
幻
刈
報
恥
Ｓ

ｍ
介
媛
睡
岬
川
骨
、
◆

。
仰
倉
蝋
心
狸
玉

ﾄO知在廷
｝」巻e抑
幻囲〈圏駐
硲ドーノ剰肖
eAj。e
圏卜jト｡岬
岬＋ﾛ、中j倍
intig狸端
◆知並担

。
岬
Ｓ
蝋

心
狸
彊
墨
抑
駐
日
今
銅

●
や
ｅ
３
種
含
媛
鵠
。

饗
逆
埋
淵
。
岬
や
艇
旺

伽
遜
画
叩
ｓ
ド
。
叶
疑

ぬ
い
幻
眼
ｅ
画
幽
卵
◆

。
心
に
心

廷
樋
哩
如
懸
Ｓ
ｃ
細
ゐ

く
Ｉ
・
や
胆
樋
荊
Ｋ
◆

侭
胆
即
朴
ｅ
埠
制

。
ｖ
歴
知
雷
縮
◆

。
△
畦
里
簿

八
理
咋
坤
俊
Ｖ

。
岬
Ｋ
即
心
裡
ｓ
ド

ｎ
景
如
碇
騨
・
や
岬
Ｕ

却
狸
ｓ
歴
如
岬
画
剰
◆

。
Ｊ
畦
里
蝉

八
理
陥
帥
慢
Ｖ

岬
侭

榊
長
ｅ
饗
柄
Ｉ
会
、
饗

小
冊
ｅ
幻
心
長
錘
画
◆

、

。
岬
岳
迄
甑
知
ユ

へ
一
ｍ
午
巾
四
ｍ
◆

（
薗
埋
駆
無
）
迄
長
袖
趣
ｅ
屋
無

「
・
や
拙
二
函
刈
ｇ
狸
熊
や
唾
里
匡
綿
知
馬

匿HItf<^
牌介坐一
聾 ･ 里 如
Q+*n@
唇ドーノ吊掘
H-'GGIE
唇炉Al婦
中狸暴e
毛｡匿王
岬坐ト皇進
K里葺in
卵霊e旦
里画芝・
望砺堆長
遊里in.G
in.任嵐狸
園e逆暮

適
幽
押
興
岬
仲
ｅ
Ｑ
ｍ
ｅ
心
唇
Ｕ
」
留
縮

鯉
垣
愈
謹
刈
こ
い
細
侶
馬
頓
「
画
Ｋ
樵
」

芭
斗
リ

連
ｅ
沖
《
侶
瓜
署
「
画
蕪
迦
」

倍
ヨ
匿
「
国
蕪
巡
」

。
岬
や
歴
甑
如
長
ｅ
岬
掲
型
Ｕ
幻
廷
睡
剰
ｅ
岬

唇
塑
狸
今
脂
哩
知
岬
囲
剰
・
叩
や
瀧
漣
里
些
如

岬
Ｕ
幻
咽
・
碇
癖
却
緯
岬
ｅ
掴
岬
川
骨
、
◆

「
。
Ｓ
判
狸
ｖ
や
岐
無
型
く
狸

口
長
幸
甚
ｅ
岬
二
憎
唇
遥
営
却
厘
ド
ｅ
Ｕ

拙
型
碇
恋
ｅ
鋒
の
・
毛
や
州
ｇ
趨
揮
的
如
孤

叫
ｅ
碇
蝉
ｅ
々
扇
里
紺
堅
⑲
長
暮
Ｕ
」
亜
瓢

岬
担

埋
馨
唯
知
（
画
岬
川
骨
、
）
錘
画
ｅ
軽
”
◆

。
得
闘
一
八
「
一
柄
・
舘
濫
睦
彊
・
午
吹
◆

仲
便

画

岬
川
骨
、

梓
闇
圭

八
「
一
稲
刈

口
和
ｓ
褐

難rくい余
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這震聯鮒急
再頓興今中J4h
烏告ョ諜杖j彊
園園隈蝉迷媛叩

や
長
迄
娠
里
慨
騨
ロ
く

塗
今
鵬
里
霊
葦
叫
知
Ｕ
Ｕ

狸
ｓ
し
今
心
鋤
廷
く
の

喧
慌
１
旦
歴
細
ｅ
ｓ

四
Ｖ
咽
輪
無
製
ｅ
埋
胡

。
岬
や
長

里縮蝶な
里知S順
進へ）噸里
腫卜JeAj
-KZ辻卜」
型イロ、磯岬
=&.46
G~>^ドノ
#n鎚晋程

。
岬
や
長
セ

頓2－〕賑
障U匡里

禄 媛 へ j
咽禄ト」
卑咽 t Q
-K皿掩
e僻ドーノ
lLe緯
嵐裏岬

今
雛
型
蝉
．

八
理
陥
帥
慢
Ｖ

。
仰
楓
榊

如
廻
閏
ｅ
揮
作
紗
蕪
咽

。
岬
恨
荊
如
園
艇
ｅ
八

ｌ
毎
吟
錆
鶏
馴
ｅ
旨
匡
嬉
琴
◆

重
い
Ｍ
Ｅ
Ｓ
三
・

八
理
峠
帥
侵
Ｖ

。
畑
吠
卿
陶
碇
惑
ｅ
起
肺

ｓ
窪
掴
駆
圃
署
．

八
理
弗
帥
俊
Ｖ

。
蝿
Ｋ
櫛

知
侭
畷
ｅ
署
担
幽
く
匿

廷
岬
ｅ
三
・

八
理
卜
帥
俊
Ｖ

。
叩
恨
榊

知
握
蝶
ｅ
議
咽
票
騨
殴

唇
や
逆
ｅ
萱
牒
憲
．

軍
草
ｅ
騨
惹
．

廼
蕪
咽
吟

・
函
ｅ
嘩
諒
傘
馨
便
。

ぬ
り
Ｕ
二
項
旦
暮
．

型
録
咽
叫

八
漣
卜
馳
遭
Ｖ

。
仰
恨
榊
知
碇

鴎
ｅ
凝
咽
ｅ
僻
宣
瓢
員

「
・
〆
彊
心

部
今
や
ｅ
狸
今
知
廻
闇
ｅ
ぐ
判
作
縛
傘
擬
咽
興
心

吊
ｅ
い
い
今
い
幻
逆
出
田
程
《
廷
狸
今
拙
荊
祁

里
函
精
郷
知
八
ｌ
い
て
題
則
ｅ
崖
仔
葺
」
題
網

。
岬
や
罫
濡
知
刈

Ｍ
ｓ
興
倉
担
炉
や
Ｕ
幻
里
叶
塗
・
Ｐ
Ｓ
銅
裡
倉

忠
廷
出
田
梗
型
堆
狸
Ｊ
絡
餓
如
匿
吟
葺
型
信

惑
ｅ
ね
作
・
錬
咽
粟
騨
型
・
擬
咽
吟
号
議
咽
叫

。
叩
や
側
畷
榊
知
園
純
ｅ
八
ｌ
い
て
題
剥
◆

。
岬
や
哩
如
遜
画
ｅ
担
隅
ｅ
匿
昨

。
（
皿
塑
外
慨
）
ｖ
抑
制
「
ね
昨
」
里
ｓ
墾
掴
題

画
等
裡
択
鰯
如
三
駒
蝿
・
三
畷
心
長
怪
葺
債

・
栂
ｅ
担
当
龍
鯉
や
判
園
碧
知
侭
森
ｅ
ね
肺

「
・
長
や
Ｐ
荏
蝶
樋

小
判
ｅ
幻
や
骨
ｅ
匿
吟
葺
型
ミ
抑
昨
縛
」
題
瓢

・
岬
や
雷

縮
知
刈
Ｕ
狸
ｓ
憎
今
知
△
四
Ｖ
咽
噸
婆
く
侭
①

露
旦
碧
担
迦
く
匿
興
長
や
鼻
ｅ
Ｓ
墾
掴
駆
圃
署

。
（
匝
逆
外

侭
）
ｖ
細
刈
「
く
量
」
里
ｓ
襲
掴
題
画
尋
◎4，

ｅ
狸
今
瀧
擢
や
判
園
碧
如
荏
惑
ｅ
署
担
幽
く
琶

「
・
長
や
Ｐ
握
癖
饗
心

判
ｅ
幻
牌
任
ｅ
匿
吟
套
型
署
超
腿
く
崖
」
題
瓢

。
（
田
型

外
慨
）
ｖ
細
り
「
騨
殴
」
い
い
墾
里
三
畷
頃4，

ｅ
担
当
瀧
漣
や
吾
函
碧
如
碇
癖
ｅ
凝
咽
票
騨
殴

「
・
長
乍
や
碇
森
饗
心

昂
ｅ
幻
や
任
ｅ
崖
吟
蓉
逆
凝
咽
緊
騨
凹
」
題
瓢

（
皿
塑
外
慨
）
ｖ
柳
Ｕ
「
燕
咽
」
」
里
軍
葦
ｅ
騨

葦
《
「
擬
咽
判
」
型
至
便
ｅ
唾
草
刈
嘩
便
寺

猟
ｅ
狸
今
聴
擢

や
当
園
碧
知
碇
惑
担
い
櫓
ｅ
録
咽
」
刈
議
咽
叫

「
長
や
や
碇
蝶
興
心
吊
ｅ
幻
や
骨
ｅ
崖
吟
蓉

道
ぬ
い
幻
担
い
掲
疑
綴
咽
」
刈
蕪
咽
判
」
題
瓢

函

e，畑
匿芝e
悟糎，、
蓉馴I

。
畑
や
鴨
澄
長
３

“
ｇ
い
、
帥
や
母
特
、

適
如
郵
二
騨
廷
咲
帥!｡

や
里
心
吊
叩
柚
や
廷
聴

漣
ｅ
碇
惑
・
や
幻
Ｕ
Ｖ

麺
知
圭
詠
梼
、
け
旦
判

園
碧
《
裡
拙
・
岬
や
如

脂
聖
ｖ
や
４
９
長
頓
知

ｅ
や
迷
如
程
岬
Ｕ
・
恒

恢
ｅ
塗
師
塑
馨
図
韓
罫

含
匡
恢
ｅ
並
国
逆
鰻
夜

田
梗
型
白
骨
知
葺
黒
鯛

。
岬
倉
湿

如
刈
Ｕ
Ｖ
抑
〕
ご
〆
会

柄
、
卜
Ｕ
園
霜
示
托
粛
蚕
蝿
蝉

。
岬
泡
祁

縮
緬
知
刈
Ｕ
叩
ｓ
Ｐ
慕

淵
里
函
媛
ｓ
蝋
ｅ
狼
血

《
ｖ
壌
廷
程
岬
逆
凹
匿

。
抑
や
州
長

。
知
ハ
ー
パ
ャ
・
今
撫

丑
Ｕ
Ｓ
ｇ
今
ご
己
函

碧
岬
担
郵
ね
口
塑
正
蕊

・
岬
や
紺
瀧
選
知
咽
傘
狼

話
ｓ
長
軍
や
勺
Ｕ
岬
や

里
叶
里
選
柵
如
「
園
廃

娼
淵
劇
」
狸
慕
紺
舌
蕊

。
岬
や
廼
閏
里
心
刊

岬
柚
Ｐ
袈
掛
や
皿
和
や

ｓ
ｏ
且
超
這
湘
ｅ
函
碧

Ｊ
鮭
里
坤
．

八
理
陥
帥
慢
Ｖ

。
即
岐
荊
知
二

鋤
ｅ
凝
咽
」
却
燕
咽
叫

。
叩
迄
。
栂
畳
や

僧
旦
岬
皿
僻
狸
展
延
壁

。
即
倉
能
侭
駐
園

棚
題
如
遜
坤
ｅ
園
吟
葺

。
即
哩
如
（
帥

羅
舌
鐸
）
「
函
悪
絹
冊

劇
」
岬
ｓ
や
唇
側
淑
回

。
ｖ
寵
如
誕
坤

。
△
趣
蝦
知
函
吟
韓
◆

。
叩
や
雷
濡
里
匡
知
錬

咽
岬
Ｋ
ｅ
似
嵐
知
ｓ
鋼
ｅ
議
咽
牌
刈
議
曲
叫

「
・
長
や
拙

Ｓ
Ｐ
Ｏ
景
逆
ｓ
鋼
ｅ
議
咽
」
刈
禄
凹
当
・
疑

狸
今
拙
ｓ
Ｐ
ｇ
仲
碇
如
隷
咽
吟
刈
議
咽
叫
旦

任
ｅ
匿
悟
蓉
塑
抑
狸
皿
畑
ｅ
心
慕
Ｍ
」
狸
瓢

。
岬
や
判
迄
之
知
賑
里
Ｕ
Ｕ
叩
掲

拶
禄
咽
怪
旦
呈
ｅ
議
咽
判
型
里
僻
尽
瓢
員

「
。
や
や

禄
曲
叫
ｅ
心
軽
・
逆
碇
惑
狸
ｓ
廻
如
坐
試
係

、
似
。
や
や
皿
佃
ｅ
瀧
瓢
異
仰
暮
廷
営
却
係《

欠

く
瓢
員
重
囲
僻
ｅ
程
卑
ｅ
心
唇
Ｕ
」
罫
濡

嘱
垂

ｏ
ｖ
ｓ
や
ｓ
廻
如
壬
試
特
、
け
醸
圧

里
綴
咽
ｅ
囲
侭
ｅ
①
慕
い
や
判
園
碧
ｅ
堤
眺

「
匪
迩
旧
忌
長
哨

・
匪
鰹
側
川
田
淀
蓋
十
漣
抹
蒋
・
作
腿
撫
猟

骨
唾
逼
帽
ヨ
蝉
・
峠
迅
蒋
罫
《
謹
図
韓
郵

《
腿
涙
田
程
」
「
・
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